
余
剰
労
働
力
を
活
用
し
特
産
品
目
を
導
入 

法
人
の
年
商
は
１
・
５
億
円
を
達
成

本
地
区
を
代
表
す
る
担
い
手
の
有
限
会
社
林
農
産
で
は
、
事

業
の
実
施
を
契
機
に
水
稲
に
特
化
し
た
営
農
体
制
で
は
、
昨
今

の
米
価
下
落
や
消
費
低
迷
に
よ
る
経
営
不
安
が
解
消
さ
れ
な
い

と
考
え
、
園
芸
作
物
の
導
入
に
よ
る
複
合
経
営
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
従
業
員
の
周
年
雇
用
を
実
現
す
る
に
は
、

経
営
の
柱
と
な
る
園
芸
作
物
の
導
入
や
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
米
の
販
路
拡
大
が
不
可
欠
で
し
た
。

そ
こ
で
、
事
業
実
施
に
よ
る
営
農
の
省
力
化
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
余
剰
労
働
力
を
活
用
し
、
市
の
特
産
品
目
で
あ
る
白
ね
ぎ
、

里
い
も
、
丸
い
も
な
ど
の
栽
培
を
開
始
し
た
ほ
か
、
さ
ら
に
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
は
く
さ
い
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
も
導
入
し
、
栽

培
品
目
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
に
は
、
的
確
な
労
働
衛
生
管
理
と
環
境
保
全
を
意

識
し
た
経
営
管
理
を
証
明
す
る
「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
」
を

黒
部
市
で
初
め
て
取
得
。
こ
れ
に
よ
り
、
消
費
者
が
安
心
し
て

選
択
・
購
入
で
き
る
農
産
物
で
あ
る
こ
と
を
対
外
的
に
示
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
販
路
拡
大
に
も
取
り
組
み
、
生
産
し
た
米
や
野
菜
は
Ｊ

Ａ
の
直
売
所
や
道
の
駅
、
ス
ー
パ
ー
の
生
産
者
特
設
コ
ー
ナ
ー

水
稲
に
代
わ
る
作
物
の
導
入
を
目
指
し 

用
排
水
路
整
備
を
実
施
し
て
排
水
不
良
を
改
善

富
山
県
北
東
部
に
位
置
す
る
黒
部
市
は
、
一
級
河
川
黒
部
川

が
東
西
を
流
れ
、
流
域
に
は
扇
状
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
若
栗
南
部
地
区
で
は
、
豊
か
な
水
を
活
用

し
て
古
く
か
ら
水
稲
栽
培
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
40
年
代
か
ら
60
年
代
に
か
け
て
県
営
農
地
整
備
事
業
を
実

施
し
、
ほ
場
を
30
ａ
区
画
に
整
備
し
た
こ
と
で
、
県
内
有
数
の

水
田
農
業
地
帯
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
業
実
施
か
ら
約
50
年
が
経
過
し
た
近
年
で
は
、

用
排
水
路
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
と
道
幅
の
狭
い
農
道
が
障
害

と
な
り
、
水
管
理
に
掛
か
る
労
力
は
増
大
し
、
大
型
機
械
の

導
入
も
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
用
水
付
近
の
漏
水
に

よ
る
排
水
不
良
な
ほ
場
で
は
、
水
稲
に
代
わ
る
園
芸
作
物
の

導
入
も
困
難
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
若
栗
南
部
地
区
で
は
平
成

23
年
度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て
県
営
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体

育
成
型
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
用
排
水
路
の
改
修
と
排
水
路
の

暗
渠
化
に
よ
る
農
道
の
拡
幅
を
行
っ
た
こ
と
で
、
大
型
機
械
の

導
入
が
可
能
と
な
り
、
水
管
理
も
省
力
化
さ
れ
ま
し
た
。

若栗南部地区

富
山
県

　
若わ

か
ぐ
り栗

南な

ん

ぶ部
地
区

有
限
会
社
林
農
産

事
業
実
施
を
契
機
に
園
芸
作
物
を
導
入
し
複
合
経
営
を
推
進

担
い
手
法
人
は
経
営
面
積
１
０
０
ha
超
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
に

位　 置　 図

富山県 若栗南部地区

令和６ 年度
農業農村整備優良地区コンクール

農業振興部門
農村振興局長賞
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「
と
や
ま
農
業
未
来
カ
レ
ッ
ジ
」
の
研
修
生
受
け
入
れ
や
農
業

高
校
の
課
外
学
習
、
地
元
小
学
校
に
お
け
る
「
学
校
田
」
の
設

置
運
営
や
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
に
も
協
力
し
、
農
業
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
次
世
代
の
人
材
確
保
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
若
栗

南
部
地
区
で
は
農

業
者
と
地
域
の
理

解
・
連
携
・
協
働
を

通
じ
て
、
持
続
可
能

な
地
域
の
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

な
ど
で
販
売
。
近
年
で
は
、
卸
売
企
業
を
通
じ
て
米
の
輸
出
に

も
挑
戦
し
、
タ
イ
に
向
け
て
約
20
ト
ン
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
に
よ
っ
て
林
農
産
の

知
名
度
が
向
上
し
、
同
法
人
の
米
は
、
令
和
３
年
に
開
催
さ
れ

た
「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の

選
手
村
に
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
も
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
販
路
は
更
な
る
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
っ
て
法
人
の
経
営
力
が
向
上
し
、
令

和
６
年
度
に
は
、
経
営
面
積
は
法
人
設
立
時
（
平
成
17
年
）

の
３
・
４
倍
に
拡
大
し
、
１
０
０
ha
を
超
え
、
市
内
初
の
メ
ガ

フ
ァ
ー
ム
に
成
長
し
ま
し
た
。
年
商
は
令
和
５
年
末
の
時
点
で

１
億
５
８
０
０
万
円
を
達
成
し
、
設
立
時
は
４
名
だ
っ
た
従
業

員
も
、
現
在
は
常
時
雇
用
５
名
を
含
む
13
名
に
増
え
て
い
ま
す
。

農
福
連
携
や
耕
畜
連
携
に
よ
る 

雇
用
創
出
や
環
境
負
荷
低
減
に
も
貢
献

白
ね
ぎ
の
生
産
が
拡
大
し
、
出
荷
作
業
を
担
う
労
働
力
が
不

足
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度
か
ら
農
福
連
携
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
と
協
議
を
重
ね
、
障
が

い
者
に
白
ね
ぎ
の
選
別
や
箱
詰
め
、
水
稲
育
苗
箱
の
洗
浄
な
ど

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
者
の
活
躍
で
き
る
場
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
従
業
員
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
作
付
面
積
と

出
荷
量
の
増
大
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
耕
畜
連
携
の
取
組
も
開
始
し
て
お
り
、
法
人
が
生
産

し
た
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
や
米
の
も
み
殻
を
近
隣
の
畜
産
農

家
に
提
供
す
る
代
わ
り
に
、
堆
肥
（
豚
糞
、
牛
糞
）
を
無
償
提

供
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
資
源
の
有
効

活
用
と
化
学
肥
料
の
使
用
低
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
県
の
農
業
研
修
機
関

事業概要

事 業 主 体 富山県

事 業 名
県営農地整備事業（ 経営体育成型）

若栗南部地区

工 期 平成23年度～平成29年度

受 益 面 積
127.1ha

〔 水田 127.1ha（ う ち汎用化 127.1ha）〕

受 益 戸 数 206戸

標 準 区 画 規 模 30a

1ha以上の区画合計面積 −

主 要 工 事 用排水路工、 農道工

関係土地改良区 黒部川左岸土地改良区

関 係 市 町 村 黒部市

▲直売所で販売する「 米」、「 かく も ち」

▲「 丸いも 」 を 使用し た和菓子
　（ 上用饅頭）

▲ねぎの収穫作業

▲有限会社林農産の従業員

育苗ハウスを 活用し た「 ぶどう 」 栽培▲▶

▲学校田での授業風景

農業農村整備優良地区コ ンク ール報告書13


